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防火標語】

「無防備な 心に火災が かくれんぼ」
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■●1,■ 本||

油,方I Fl

工一［
文

型父晰人● ,れ ムの■111「 業1所 の
「

は あ |ま し,お めてとうご

さいます

A!1の
「

11[t「 ■より'1“ 公′,1業 I進 [つ きましこ i ll“

と二lu・
llを Ⅲきまして|,く ら

`し

1し「 り
.ま

す ら,ほ
=|,ヽ

2 Fll■

|)111li tも 劇ⅢⅢШりに,他することができました

さこ |1年 1よ J会 ,1(|||に 2,た って亡術サリ改1:な ど11■ 1キ

Fス さ ]́ま した力` ケ11よ●ふ院議|,選 挙もあり 水凛眈 |,,(″する

か|,1■1ま せんし いよいよせ■lt l」 liヽ it[「 る|も しれません

,■  ■父地成で ま1■t"新庁奮ちi,ヽ しそうですし 火キ,も
'iしく●●そう■■し■しみ

=11=
111● 1人 IJえ も防

'(「
力,‐想のIF彙 ⅢたとlL●

`に

●ヽ,た o(等 []き 続きリロ,判

^て
いきた

いと思いますので ■110■ は [ち 1的 会のけ」:[■ ||||[ご ´Jい ただくなど特「,の ご出力を

|り ,ま すよう,i暉 い|し「 けます

1古 ひ [ ll父 地J成

'〕

■
`|と

去Jt卜|‖のごに1カ とご多■をお ,「 11し「 |ず  年||● l■●といたし

ます

茂

'11あ
すましておめてとつございます ′

,i「 ちよろしくお

“

||'

し |:十 ま|

■1の 1:]す :■か
=叫

かい日にJま オました 去11の I"に ヽ

Flヽ どヽ 1つ
"i●

をごにい [てお迎えにならオ1た ことと■■
`中

し「

|す ます

さて 1々 [日 本F,各 ltで ■1■ 1, |¨
'■

れ ■火■,,1ス 災■

が允■し 多く
',い

い■命が厳11.と なり そして ,`人な彼■とな

っこいます

秋父地域
=お

いて も こ
',よ

うな人■がいつ t■ するかわか り■

せん 「 1分 /●lllま F分 モ 1/●  ため [も  tヽ さと↓ヽう||[1,昨な行動か と

'1ま

す■■ ,!「 ,か ら

0)洲 純や ¨災情‖
=Fl心

を11っ 二,(よ うお願い |し Lず
=,

Fl父 ,IIル ホ,| アといたしても多ll(Lする
`災

■ [■にするた■ 111`力 の強化を14■  1,P,

1,かつ11'な 伐111湿 をiヤ ■し,すオ まならないと考えております 今後も川係l17■機■と連
"し/・ がら 住民がな心 ●↑ [車 らせるよう]マ 01ん でま|ヽ りますので "係■ほ

"ご
k' ご

協力を|ヽ りますよつl・ 申 ,中 し
「

|ま す

:|び に ユ父晰火●イ:れ会の7「 々のごti:を ご

`[中
L「 1ま すととも [ 1'Iヽ Jヽ 1:が 去

`ミ

ヽ

工
=と

,て より1:い 0で あるようl・ |「 11し t' 両,[は ご
=|ヽ

ます||1111,ご,,,と きサ,
いただきます
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平成27年度 評 議 員 会

平成27年 5■
=日

(全 , ユ父消F本
=[4陪

請営

において平成
=F年

青輩父防火安
'h含

評議員会が

■員26● 出席0も と開に村 lま し
「最初に

~::差
社団

=人
|1玉県● |■

"=全
協会運

=
含J●曇彰

`達
及び「lt,L丼女今6=_の

「

彰●

受賞されまし雇万々
= 表彰ホ

'授
与さヤ,ま した

ET.‐ 員
=■

ほ協
=斜

1第 13え
=基

づき
=議

案0
慎重|■冒31さ れ そのγき果 tiず れも原

=の
とI.リ

満l_一 致てコ●
=認

され:T議員
=ほ

rτ しました

第 1=議案 平●23年度事業縞早報告こつぃこ

第
=讐

議軍 平■23年F合計決算報告こつtヽで

弟じ号議半 平■27年,事業計画 写,こつti=

第
`号

該
= 

平成27年度
=計

子買 (写 )こつtiて

うこさいます。

Ｊ

Ｌ
△
一

［只
」

事
嘔
¨

評
は

例
独

定

彰 、 おめてと員 費

哀貫′受負者 ‖|六向 夕■]´

(公益社団浩人 埼玉県危険物安全協会連合会表彰 〕

ёRE"物事業所

r■市 IⅢⅢ取ェ

`
優良普及啓発着il

(秩交防火安全協会―
・ 彰

■限
=社

3問石,E[

武甲工業 株式会社

武甲工業lf 酒+つ男

■式会社 II上組

優良防火管理者表彰 〕

絆式
=社

和鋼鉱泉ita      :1田 幹男

株式会′ ■,イ フJ■      ■5 ,
医療■人全和会 老人保健施設ビッつ ヘリキア

新春帥 lの

'父
消防出初式が 平成23年

皆様にご釆場いただき盛大に行う■ました

螂 躙
1月 9日 (■)秩父消防本:[こ あいて多くの来査及び観宮の

石原雅哉

,→防出初式は 消防職員の規律 ::隊の練度を確認

することを■な円IJと し ,育防の仕事を広くご理,:い

ただくこともこ地域住民の信頼の向上を日指し日rt´

ています

当曰は風もなく穏やO Iu肯空の下 観間 ::隊点検

こt.ま り 音楽隊の演麺‐ほか秩父鳶網合皆様のご続

力を得て

“
=霙

りの■露が実施され .・ した.ま父地域

のこの一年が 出極 t当 日の天候のようこ平■■一年

であることを願い報告させていただきます



理警 鱗酢
躊

輻

■戌2F年 ¬月3日 (ズ■ ■日 (水 )|・

'日
間 15名のコ J者 で協会■察[]IJを

']tヽ
ました。

日日は ~り ■ヮ●スキー'J台工場冨城峡
=目

■■視軍r_た  濠皇oな日ネ景観をそoま
ま言晨 た́|.大 ●敷11内 こ

==J櫂
や +■ ン■ i瓦●1=蔵 F号 ,建 ち工● ウ■スキーの製■

工程●[■ こ学0こ と1,で きました 6,● 下に■温泉場本 F― .‐ 坊』 ホテ |′ からま杞言

`を
一

望モぎ 翌ユは言天 t出 ●5■巌●日
`,出

そヨる
=と

0できヽ t́
,日 ]●冥日●大三■,■■11 ヨi鳥¨大曲1焦地メ●慰霊iPこう察 tま した は

=碑
の三高

|● 台

「

●
=め

ると大中■■ヌを奎った夫津

"と
同■

=メ
ートル 貫■ 1,ら ,年 を芭にあらため こ

晨■の■3_さ こ
=ヽ'さ

せち■まtた

■の深まIJと こ●こ =員 事

「

局,■■t深まった 2ヨ 間it t

爾

瑕

「
．

日の出

ニッカウヰスキー仙●工場富lll攻 蒸留所 キルンヽ

ホテルより社島弯を望む

I●島 :―の坊』にて記台撮影 東松島市大面浜地区の慰霊碑
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第29回幼年消防クラブ
秩父地区大会開催  |

(秩父ll火安全協会後援 )

幸=JE`LII■ フラ

'法
父地区六合, T咸

2千 年 」月 F□ (本 ■■,■ ■―■||― ツ:i,ヽ ステ

ここ●L気い oばいこヨIを 言[=´ tは 0 ヽ■こつ

い■■)■いの言■■

"二
tユ t́ 

「
譜者つ皆||

t人 ,見
==栞 ``|て

庄大
=|=つ

0ま した

労

平■
''F7口 =1□

(■ )こ J学生を,J=と する,|「 ホ憤■習をヽ

“tユ した ズ

"=ど
の■官 こ

'Jす

るIIと |ヽ■■雷●■晉することも

= 
高●人lTさ を学● 珈■合いf〕

=こ
育成●ることを目tiと して¬せ´4■●サ

=■
●,1][応急地

置‖■ 工朝il■ 引練 ●
=引

Fiを賞際 こ体,´ まti■

F.1に 言まアl 阜夏ι□■tの 中■J]t[=豊 は Eさ [■ |す す■〒気
=^蹴 =習

を|=“  まti

青

楽

隊

の
演

奏

防
災
航
空
略
に
よ
る
救
助
訓
純

元
気

い

●
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い
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ち
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平成28年 春季火災予防運動

火災予防運動は 火災か発生しやすい時幸を迎えるに当た リ

火災予防を一讀住民や事責者に啓発し 火災の発生を防止するこ

とを目

'う

に実施します

火災予防にご協力をお隕い致します

平成28年 3月 1日 {・kl～3月 7日‖

履た

`Cけ
樋対に・ |めまし ,う ′

ストー7で鰤 を

乾かすのはやめまし
`う

住宅肪火
`1の

ちを守る

-3つの聟輝・
`

7つのポイント

つの対策―

蠣三申中
0寝たばこは 絶対やめる.

0ス トープは 燃えやすいものから離れたl■ 冒で使用する

Oガスコンロなどのそ|ぎを離れるときは 必ず人を消す.

■,》》
O逃げ遅llを 防くために 住宅用火災贅報器を設置サろ

O寝具や衣頬及びカーテンからの火災を防くために

防炎品を使用する。

O火災を」ヽさいうちに
'肖

すために 住宅月消火器等を設置する。

Oお年寄りや身体の不自由な人を守るために

隣近所の協力体おJをつくる.

■年(
|、

:  [i:::〕  iン

Cんう0そ
`を

離れるときは

"ご
火を消しましょう !

住宅用火災警報器設置広報を県下一斉に実施

平成27年
「

た ,日 に 埼玉県下23,肖 防 {局 ,本 :]が一斉こ亡宅用火災摯 F..の設置促進●

ため広報を実施しま■た.

亡
=峡

■雪報..の設首言は 平成26年 6FO調呑にようと全国平Jヨ で7=3%と なってtヽ

ま●が11玉県てJ725%栓 国3F'立 ,こ とときつてt巧のが現
'デ

です.

このようなllよ を改言するた0 消嘔職員と′1亭[同体の皆様の協力により埼玉県下一言に

多くの人が隻まろ場所で住宅1口,g報出J晉促進の広報を,趾 ま た́

ll父 消防本
=[で

ま ｀ルク公園橋嘔及びウニクス秩父のう后:た こご協力を頂ざ店
"こ

で

リーフしット入つの11ケ ットティソフュ■を配布し住宅月X■雪報..姜 宣の[]び控|す広報を

実施しました.

火災予防♀

`1で

住

「

円人,=報器の設置が‐L`付 ナられていますが 設置 推Jヨ 菅理●

=せ
■が行うヽき●.の です.住民の皆様二もそのことをしっかりと理解してもらう必要があ

ります う後もネ設置せ帯の一日F.早い設冒に国ナて ■民へのE知のための広報を行って

いきま●I.



火災 救急

火 災 十 数         i 死傷者

その他1合 計
半 焼 1部分焼

37

4

5

4

9

横 瀬 町
|

皆 野 町 .

長 議 町 .

小屋野町 |

■

t

ゞ

市、ぃ

出

場

件

教

不
搬
送
件
数

搬

送

人

員

事 故 綺 ,1

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

瞳

技

一
般

負

嬌

加

首

自

損

行

為

急

病

そ  の ■

転
院
搬
送

医
師
機
送

資
器
材
事

そ

の

他

秩 父 市 2964 199 2797 5 2 266

36

38

28  10

31

436 13 51 1786 388 2 1 26

横 瀬 町 321 19 304

2

41 4 3 229 3 2

皆 野 町 510 27 488 | 1 42 1 7 278 i35 7

長 瀞 町 333 26 313 4   30 2 2 68 5 7 204 8 3

小鹿野町 537 32 512
|

33 7 1  10 9 334 50 3

そ の 他 2 1 2 2

計 4667 304 4416 5 8 Ю O 44 14 687 23 77 2781 584 2 1 41

涙
発
生

件

数

察 故 種
=J火

　
　
災

交
通
事
故

水
肇
事
故

自
然
災
害

よ機

:[

建
物
年
に

よ
る
事
故

動嫁級瑯
一

餃
裂
事
故

その他の事故

卜動山岳
秩 父 市

`3 =
17 3 5 3 8 29 1  16 1  i3

横 瀬 町
|

皆 野 町
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| 1 2 51 21 1

1 21 21

長 瀞 ■l

小腱野町
|
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l
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`「 i1 8
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'1 11 8
計
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24 8 9 5 3 4, 1  221  27
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=

救急活動技術向上訓線を実施 =
=

ll,;1院本
=[で

は,■ 23年 IF2=コ から 不言並●

に
=分

詈にあいてl・ 急,こ Ⅲ■11三 二罰繰を実:0し ま _

た

この]|・ 15■■,1嘔本言3""民 な
=■

定を員げt■
',ll・ |ヨ●■品± 2=と

==言
の■導な命

「

消山者を有,
員と´て 多種多様なlモL島 ど

'卜
すらだ■ ll言車

L■動 ´である●
=員=材

C二月■t 現場にF「 した洒

自,Cスキ1習
=と

19'逗ヨ1寺 ■の 1今課三●□・●l●
‐
■

対〔itl上 を□ることを曰J][富 [せ [ま [[

=後
もこの存なよ急■動]1檀 ●:両 tて  さらなる■

急は買●ス千 しア,7を □つていき[い と思しヽ三可

=
=

甲種防火管理新規講習会開催 =
=    

―

■,防人安全●
=|〕

itこ よリ ニ●2r「 6月 23日 (■ )

い下:j=あいて 型ll Ⅲ人管「I莉●謁習■ittIFさ ■ました.

cF]=●万i;請 され Ъ共こ質づるカリキ■ラムを■議し

こざました

x,に三●●
・向,こ 1月 0('日 間,こFFJろ

=定
IJ なら

許千
=つ

いてま「,^,1時
～

F li-7‐ ■―

'「

4月以
'F掲

載いた

イ吉:予Ъ課三てお問い
=わ

し■ださい     ●,■■●
=[■―ムヘー:'

室内■,]は 5月工市予定です

しまう =不明t●は,,;IЪ
テ ¨ ♂  TI 14=4=: 0121

hit,,|●■●●1,¬ |● ●,1,,― ●UI

一月
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甲種防火管理再講習会開催

＾
一

れ
　
■
　
　
年

に

す
壼
抽
　
．一
薫

，

開

人

　

は

も

■

●
一
の
　

書

嘔

防

舎

す

■

滑

●

交

習

多

で

の

来

，

請

定

者

こ

Ｘ

「

〓

理

●■にEよ り =,2=年
'月 =日

(キ),■ :当 ヽ本言「
=ら

いて十if● 火管 t+

03●万●三itま |´ た.=情■,者は 干檀時丼管理者の資■を有し 不

りすう
==1名

以上を,1..で ど
=l・

|千●大■
`店

tIヽ ■テリし ,1饂与C,■昔

こ |□の■謳義■が昴りい人に間●ろカリ■ュラ■.を ,i膏 しましだ

2■ 山こ閂にする
「

定てう

i


